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中
国
文
学
論
集

第
二
十
七
号

明
刊
本
元
雑
劇

『
揚
州
夢
』
の
南
戯
化
に

つ
い
て

王

展

は
じ
め
に

元
雑
劇
は
唐
詩
、
宋
詞
と
同
様
に
、

一
時
代
の
代
表
的
な
文
学
様
式
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

一
般
的
に
は

「北
曲
を
用
い
、

一
韻

到
底

で
、
四
折

一
喫
子
、

一
人
独
唱
」
と
い
う
構
成
が
標
準
的
な
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
唯

一
現
存
す
る
、
元
代
に

上
梓

さ
れ
た

『
元
刊
雑
劇
三
十
種
』
に
つ
い
て
比
較
検
討
す
れ
ば
、
以
上
に
述
べ
た
元
雑
劇

の
独
特
の
体
裁
が
、

レ
ー
ゼ
ド
ラ
マ

(文

学
劇
体

)
の
様
式
と
し
て
確
立
さ
れ
た
の
は
、
元
雑
劇
が
栄
え
た
元
代
で
は
な
く
、
南
曲
が
非
常
に
盛
ん
で
あ

っ
た
明
代
で
あ
る
こ
と

が
分

か
る
。
又
、
体
裁
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば

「
折
」、

「
懊
子
」
、

「
題
目
正
名
」、

「
科
」、

「介
」
等
、
多
く
の
用
語
が
明
代
に
上

梓
さ
れ
た
各
版
本
の
間
で
屡

々
相
違
し
て
お
り
、
更

に
、
明
清
時
代
か
ら
現
在
に
至
る
多
く
の
戯
曲
の
理
論
を
論
じ
た
著
作
に
於
け
る

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
の
定
義
も
異
な
る
。
時
に
は
南
戯
と
混
同
し
て
い
る
場
合
さ
え
見
ら
れ
る
。
更
に
、
従
来
の
元
雑
劇
発
展
史

の
研

究
に
於
い
て
、
例
え
ば
、
元
雑
劇
そ
の
も
の
は
明
代
に
は
衰
え
て
い
っ
た
の
に
、
其
の
体
裁
は
逆
に
整
理
さ
れ
た
形

で
継
承
さ
れ
た
の

は
な
ぜ
か
、
或
い
は
、
元
雑
劇
が
整
理
継
承
さ
れ
る
過
程
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
存
し
た
南
戯
と
は
ど
の
様
な
関
係
に
あ

っ
た
の
か
等
、
な

お
不
明
確
な
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
。
論
者
は
こ
れ
ま
で
、
元
代
後
期
の
代
表
的
な
元
曲
家
喬
吉
の
手
に
な
る
元
雑

劇

『
揚
州
夢
』

に

つ
い
て
研
究
し
て
き
た
が
、

『
揚
州
夢
』
の
明
刊
本
を
比
べ
て
い
る
う
ち
に
、
そ
れ
が
極
め
て
南
戯
的
な
雰
囲
気
を
持
つ
作
品

で
あ
る

と
感

じ
た
。
又
、

『
揚
州
夢
』
が
上
梓
さ
れ
た
時
に
、
元
雑
劇
と
し
て
の
体
裁
が
数
回
に
渡

っ
て
新
た
に
整
理
さ
れ
、
更
に
、
出
版
者

の
意

図
に
適
う
よ
う
に
、
読
む
た
め
の

「
文
人
劇
」

に
改
編
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
気
づ

い
た
。

そ
れ
は
恐
ら
く
単
に

『
揚
州
夢
』
だ
け
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の
問
題
で
は
な
く
、
明
代
に
刊
行
さ
れ
た
元
雑
劇
全
体
の
特
徴

で
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
拙
論
は
以
上
の
観
点
か
ら
、

『
揚
州
夢
』
を

通
し

て
、
①
元
雑
劇
が
明
代
の
出
版
業
の
発
展
に
と
も
な
い
、

「
文
人
の
読
み
物
」
に
改
編
さ
れ
て
い
っ
た
過
程
、

及
び
②
元
雑
劇
と

当
時
盛
ん
で
あ

っ
た
南
戯
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
と
思
う
。

一
、
喬
吉
と
南
戯
の
関
係

喬
吉
は
元
曲
六
大
家

の

一
人
と
し
て
知
ら
れ

て
い
る
。
元

・
鍾
嗣
成
の

『
録
鬼
簿
』
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

○

吉
甫
字
夢
符
。
太
原
人
。
號
笙
鶴
翁
,
又
號
怪
怪
道
人
。
美
容
儀
,
能
詞
章
。
以
威
嚴
自
飾
,
人
敬

畏
之
。
居
杭
州
太

乙
宮
前
。
有
題
西
湖
梧
葉
児
百
篇
,
名
公
爲
之
序
。
江
湖
間
四
十
年
,
欲
刊
所
作
,
立見
無
成
事
者
。
至
正
五
年
二
月
,
病
卒
於

家
。吉

甫
、
字
は
夢
符
。
太
原
の
人
.
笙
鶴
翁
と
号
し
、
又
埋
怪
道
人
と
号
し
た
。
容
儀
は
美
し
く
、
辞
章
に
巧
み
で
、
威
嚴
が

あ
り
な
が
ら
謹
み
深
い
の
で
、
人

々
は
彼
を
尊
敬
し
た
。
杭
州
の
太
乙
宮
の
前

に
住
ん
で
い
た
。
西
湖
梧
葉

児
と
題
し
た
百
篇

の
作
品
が
あ

っ
た
。
名
の
あ
る
人
が
こ
の
百
篇
の
為
に
序
文
を
書

い
た
。
巷
間
に
あ

っ
た
四
十
年
の
間
に
、
作
品
を
出
版
し
よ

う
と
し
た
が
、
と
う
と
う
で
き
な
か

っ
た
。
至
正
五
年

(一ω
&
)
の
二
月
、
家

で
病
死
し
た
。

喬
吉
は
元
々
北
方
の
太
原
出
身
で
あ
る
が
、
死
ぬ
ま
で
南
方
の
杭
州
に
寄
寓
し
た
。
彼
の
生
年
は
確
定
で
き
な
い
が
、

「
江
湖
間
四

十
年
」
と

「
至
正
五
年
」
と
を
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
喬
吉
の
創
作
活
動
は
、
一ω
8
年
頃
か
ら
一ωδ
年
ま
で
の
間
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
彼

の
作
品
の
中
に
は
杭
州
以
外
に
、
湖
南
省
、
漸
江
省
、
福
建
省
、
江
蘇
省
及
び
安
徽
省
等
の
多
く
の
地
名
や
、
そ
れ
ら
の
地
に

居
た
十
数
名
の
歌
妓

の
名
前
が
見
え
る
か
ら
、
喬
吉
の
創
作
活
動
は
殆
ど
江
南
及
び
東
南
沿
海

で
行
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
元
雑
劇
の
発

展
史

に
お
い
て

「
北
曲
南
移
」
、

「
南
北
交
流
」
、

「
南
興
北
衰
」
と
い
う

一
連
の
変
化
が
起
こ

っ
た
時
期
に
は
、
多
く
の
北
方
作
家
達

が
南

に
移

っ
た
と
さ
れ
る
が
、
喬
吉
は
そ
の
中
で
も
最
も
代
表
的
な
人
物

で
あ
る
。

こ
の
意
味

で
も
元
雑
劇

の
変
遷
史
に
於
け
る
彼
の

役
割

は
大
き
い
。

元
雑
劇
は
北
方

の
劇
で
あ
り
、
元
來

「豪
放
派
」
と
呼
ば
れ
、

「本
色
当
行
」
と
い
う
素
朴
な
特
色
を
有
し
た
。

し
か
し
、
元
代
中

明
刊
本
元
雑
劇

『
揚
州
夢
』
の
南
戯
化
に
つ
い
て

(
王
)
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期
以
後
、
多
く
の
雑
劇
作
家

や
役
者
達
が
北
方
か
ら
南
方
に
移
る
に
従

っ
て
、
南
に
あ
る
揚
州
と
杭
州
が
元
雑
劇
の
中
心
に
な

っ
た
。

そ
し

て
、
南
方
の
穏
や
か
な
風
景
や
、
経
済
的
な
豊
か
さ
な
ど
の
影
響
を
受
け
、

「
文
彩
派
」
と
呼
ば
れ
る
も
う

一
つ
の
流
派
が
誕
生

し
た

の
で
あ
る
。
喬
吉
は

「
文
彩
派
」

の
開
祖
と
言
わ
れ
、
こ
の
時
期
の
最
も
代
表
的
な
作
家

で
あ

っ
た
。
当
時
、
政
治
に
お
け
る
あ

る
重
大
な
変
化
が
文
人
達
の
心
を
強
烈

に
刺
激
し
た
。
元

・
仁
宗
延
祐

二
年

(一ω
一窃
年
)、
八
十
年
ぶ
り
に
科
挙
制
度
が
回
復
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
出
世
の
道
が
全
て
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
文
人
達

に
と

つ
て
、
こ
の
変
化
は
正
に
幸
運

で
あ

つ
た
。
当
時
三
十
歳
位

で
あ

っ
た

喬
吉
は
功
名
の
意
欲
を
燃
や
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
原
因
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
彼
が
作

つ
た
雑
劇

『
揚
州
夢
』
、

『
金
銭

記
』
、

『
両
世
姻
縁
』
に
は
全

て
以
下
の
二
点
が
表
明
さ
れ
て
い
る
。
①
愛
情
は
功
名
に
隷
属
す
れ
ば
成
功

で
き
る
。
②
男
に
と

つ
て

出
世
す
る
事
が
最
も
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
は
当
時
他
の
作
家

の
作
品
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

明
代
以
後
に
、
民

族

の
差
別
は
取
り
消
さ
れ
、
科
挙
制
度
が
完
全
に
回
復
さ
れ
た
の
に
と
も
な
い
、
文
人
達
の
創
作
目
的
が
変
化
し
、
元
雑
劇
が

「
文
人

化
」

し
た
事
は
、
実
に
、

こ
の
時
の
科
挙
制
度
の
再
開
に
よ

っ
て
始
ま

っ
た
の
で
あ
る
。
郡
曽
棋
は

『
元
雑
劇
六
大
家
略
評
』
の
中

で
、

喬
吉

の
作
品
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
。

○

喬
吉
作
品
今
存
講
才
子
佳
人
的
三
劇
,
詞
釆
都
是
上
等
。
…
…
元
劇
自
喬
鄭
出
來
以
後
,
作
風
爲
之

一
攣
。
從
前
以
本

色
質
直
爲
當
行
,
此
後
則
漸
注
意
文
字
的
修
飾
,
慢
慢
的
走
到
文
人
手
里
去
了
。

喬
吉

の
作
品
の
中
に
現
存
す
る

「
才
子
佳
人
」
を
物
語

っ
た
三
つ
の
劇
は
、
全
て
詞
藻
が
上
等
で
あ
る
。

…
…
元
雑
劇
に
於

い
て
は
、
喬
吉
、
鄭
徳
輝
が
出
て
か
ら
以
後
、
作
風
が

」
変
し
た
。
そ
れ
ま
で
は

「
本
質
重
視
」
を
特
色
と
し
た
が
、
彼
ら
以

後
は
、
次
第
に
文
字

の
修
飾
に
注
意
を
払
う
よ
う
に
な
り
、
だ
ん
だ
ん
文
人
の
も
の
に
な

っ
て
い
っ
た
。

こ
の
言
葉

の
通
り
、

「豪
放
派
」
と
違

っ
て
、

「文
彩
派
」
で
あ
る
喬
吉
の
作
品
の
曲
鮮
は
、
艶
麗

で
南
戯
的
な
雰
囲
気
を
醸
し
出

し
て
い
る
。

清

・
劉
煕
載

の

『
藝
概
』
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

○

北
曲
名
家
,
不
可
勝
墾
,
如
白
仁
甫
、
貫
酸
齋
、
馬
東
籠
、
王
和
卿
、
關
漢
卿
、
張
小
山
、
喬
夢
符
、
鄭
徳
輝
、
宮
大

用
,
其
尤
者
也
。
諸
家
錐
未
開
南
曲
之
膿
,
然
南
曲
正
當
得
其
神
味
。

北
曲
の
名
人
は
挙
げ
き
れ
な
い
ほ
ど
多
く
い
る
。
例
え
ば
白
仁
甫
、
貫
酸
齋
、
馬
東
擁
、
王
和
卿
、
關
漢
卿
、
張
小
山
、
喬
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夢
符
、
鄭
徳
輝
、
宮
大
用
ら
は
最
も
優
れ
た
者
で
あ
る
。
彼
ら
が
南
曲
の
体
を
創
始
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
南
曲
は
ま
さ
に

彼
ら
の
神
韻
を
承
け
継
い
だ
の
で
あ
る
。

以

上
の
よ
う
に
、
現
存
す
る
喬
吉

の
作
品
は
す
べ
て
北
方
の
曲
で
あ

っ
た
が
、
形
式
に
と
ら
わ
れ
ず
、
曲
僻
の
特
色
か
ら
見
れ
ば
、

南
戯

に
似
た
よ
う
な
風
格
が
窺
え
る
。

そ
れ
が
原
因
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
明
代
以
後
、
南
戯
の
作
品
の
中
に
は
彼
を
ま
ね
し
た

も
の
が
屡

々
見
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
明

・
凌
檬
初

の

『
諦
曲
雑
割
』
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
こ
と
が
書

か
れ
て
い
る
。

○

玉
環
記

「
隔
紗
窩
日
高
花
弄
影
」
,
改
元
劇
喬
夢
符
筆
也
。

『
玉
環
記
』

の

「隔
紗
窩
日
高
花
弄
影
」
と
い
う
句
は
、
元
雑
劇
作
家
喬
吉
の
句
を
改
め
た
も

の
で
あ
る
。

(該
句
は

『
両

世
姻
縁
』
第

二
折

【商
調
集
賢
賓
】
)

又
清

・
銚
墜
は

『
今
樂
考
謹
』

の
中
に
次
の
よ
う
な
こ
と
を
記
載
し
て
い
る
。

○

梁
子
章
云
:

『
…
…
還
魂
記
云
:

「
韓
過
這
勺
藥
閲
前
,
緊
比罪
着
這
湖
山
石
邊
。」
通
曲
已
胸
炎
人

口
,
而
不
知
實
以

喬
孟
符
金
銭
記

「
恰
行
這
牡
丹
亭
、
又
轄
過
勺
藥
圃
、
薔
薇
後
」
数
語
爲
藍
本
也
。
』

梁
子
章
云
う

『
…
…
還
魂
記
に

「轄
過
這
勺
藥
閲
前
,
緊
土罪
着
這
湖
山
石
邊
。
」
と
あ
る
。
こ
の
曲
の
全
体
は
既
に
人
々
に

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
此
が
実
は
喬
吉

の
金
銭
記
の
中

の

「
恰
行
這
牡
丹
亭
、
又
轄
過
勺
藥
圃
、
薔
薇
後
」
と
い
う
言
葉
を

藍
本
と
し
て
い
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。』

こ

の
よ
う
に
喬
吉
自
身
は
元
代
中
後
期
の
代
表
作
家
で
あ
る
が
、
明
代
の
南
戯
と
の
関
わ
り
が
見
え
て
来
る
の
で
あ
る
。
現
存
す
る

喬
吉

の
作
品
か
ら
見
る
と
、
彼
は
南
戯
を
創
作
し
な
か

つ
た
が
、
元
雑
劇
の
作
風
を
変
え
、
曲
辞
の
方
面
で
は
明
代
南
戯
の
先
駆
と
な

つ

た
と
思
わ
れ
る
。
喬
吉
は
死
ぬ
ま
で
自
分
の
作
品
を
出
版
す
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
作
品
は
、

「
文
人
劇
」
が
流

行
し
た
明
代
の
文
人
達

に
大
変
好
ま
れ
た
よ
う
で
、
明
代
に
数
回
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

『揚
州
夢
』
は
そ
の
中
の

一
作
品
で
あ
る
。
次

章

で
は
、
明
刊
本

『
揚
州
夢
』

の
内
容
の
異
同
に
つ
い
て
、
更
に
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。
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二
、
『
揚
州
夢
』

の
文
人
劇
化

岩
城
秀
夫
氏
の

『
中
国
戯
曲
演
劇
研
究
』

に
よ
れ
ば
、
元
刊
の

『
古
今
雑
劇
三
十
種
』

の
元
雑
劇
刊
本

で
、
現
存
す
る
も
の
と
し
て
は
次
の
八
種
が
あ
る
と
い
う
。

①②③④⑤⑥⑦⑧

古
名
家
雑
劇

息
機
子
古
今
雑
劇
選

陽
春
奏

顧
曲
斎
元
人
雑
劇
選

継
志
斎
元
明
雑
劇

元
曲
選

古
今
名
劇
柳
枝
集

古
今
名
劇
江
集

萬
暦
十
六

・
十
七
年
刊

萬
暦
二
十
六
年
序

萬
暦
三
十
七
年
刊

萬
暦
刊

萬
暦
刊

萬
暦
四
十
三

・
四
年
刊

崇
禎
六
年
刊

及
び

『
新
刊
奇
妙
前
相
註
繹
西
廟
記
』
以
後

こ
の
内
、

『
揚
州
夢
』
を
収
め
る
も
の
は

『古
名
家
雑
劇
』
、

『
元
明
雑
劇
』
、

『
元
曲
選
』
、

『
柳
枝
集
』

の
四

つ
の
版
本
で
あ
る
。

ま
た
、

『
陽
春
奏
』
に
は
題
目
の
み
が
残
さ
れ

て
い
る
。
各
版
本
に
よ

っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
が
あ
る
が
、
劇
の
筋

そ
の
も
の
は
共
通

し
て
い
る
。

『
揚
州
夢
』
は
、
晩
唐
の
詩
人
杜
牧
を
主
人
公
と
し
、
彼
の
名
句

十
年

一
毘
揚
州
夢
、

十
年

一
た
び
畳
む

揚
州
の
夢
、

扇
得
青
櫻
薄
幸
名
。

蕨
ち
得
た
り

青
櫻
薄
幸
の
名
。

を
題

に
と
り
、
杜
牧
に
関
す
る
幾

つ
か
の
伝
説
を
織
り
込
ん
で
構
想
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
粗
筋
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

杜
牧
は
親
友

で
あ
る
豫
章
の
太
守
張
紡
の
家

で
、
十
三
歳
の
歌
妓
張
好
好
に
出
会
い
、
好
意
を
抱

い
た
。

三
年
後
杜
牧
は
再

び
揚
州
に
遊
び
、
太
守
牛
僧
儒
の
家

の
宴
会
で
張
好
好
と
再
会
し
、
彼
女
が
牛
僧
濡
の
養
女
に
な

っ
た
こ
と
も
知
ら
ず
に
、
恋
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に
落
ち
た
。
翌
日
杜
牧
は
再
び
好
好
に
会

い
た
い
と
思
う
が
、
牛
僧
濡
は
わ
ざ
と
逢
わ
せ
な
か

つ
た
の
で
、
杜
牧
は

一
人
悶
々

と
し
て
酒
を
飲
ん
で
眠
り
、
好
好
と
逢

っ
た
夢
を
見
た
。
杜
牧
が
都
に
帰
る
前
に
、
揚
州
の
富
豪
白
文
禮
が
彼
を
招
待
し
た
。

そ
こ
で
杜
牧
は
好
好
を
嬰
る
仲
介
を
し
て
く
れ
る
よ
う
頼
ん
だ
。
そ
の
後
、
牛
僧
儒
と
白
文
禮
は
共
に
上
京

し
、
白
文
禮
は
二

人
を
招
い
て
酒
宴
を
開
き
、
彼
の
助
力
に
よ

っ
て
、
杜
牧
と
好
好
は
め
で
た
く
結
ば
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

内

容
か
ら
見
る
と
、

こ
の
作
品
は
や
は
り

「
才
子
佳
人
」
に
題
材
を
と
る
。
し
か
し
、

天
有
情
、
天
亦
老
、

天
に
情
が
有
れ
ば
、
天
も
老
い
る
、

春
有
意
、
春
須
痩
、

春
に
意
が
あ
れ
ば
、
春
は
痩
せ
て
し
ま
う
、

雲
無
心
、
雲
也
生
愁
。

雲
は
心
な
く
と
も
、
ま
た
愁
を
生
ず
。

の
よ
う
に
、
劇
の
曲
辞
は
、
艶
麗

で
美
し
く
、
情
熱
が
濫
れ
る
よ
う
な
風
趣

で
読
者
の
心
を
魅
惑
し
た
だ
ろ
う
。

『
揚
州
夢
』
は
喬
吉

の
代

表
作
と
し
て
、
明
代
文
人
達

の
間
で
愛
読
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
回
取
り
上
げ
た
四
つ
の
版
本
を

比
べ
て
見
る
と
、

多
く
の
曲
に
於
い
て
字
数
や
、
語
彙
や
、
文
字
等
が
互
い
に

一
致
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
例
え
ば
、
第
二
折

の
曲

【油
覇
盧
】

を
見
る
と
、

古

名

家

雑

劇

(嵩

○。
○。
)

【
油
蒲

藍
】

月
底
籠

燈

花
下
遊

,

打
迭
起
翰
林
中
猛
性
子
挺
,

捜
乱
起
太
學
内
膿
様
見
傷
,

鈎
着
這
錦
封
未
剖
香
先
透
,

渇
時
節
吸
壷
洞
庭
秋
。

元
明
雑
劇

(萬
暦
刊
)

【油
萌
藍
】

爲
甚
的
月
底
籠
燈
花
下
遊
,

打
畳
起
國
子
監
的
酸
,

捜
孔
起
翰
林
院
的
傷
,

鈎
着
這
錦
封
未
剖
香
先
透
,

渇
時
節
吸
墨
洞
庭
秋
。

元

曲

選

(
一①
一
①
)

【
油
萌

藍
】

月
底
籠

燈

花
下
遊

,

打
迭
起
翰
林
中
猛
性
子
挺
,

捜
孔
起
太
學
内
膿
様
児
傷
,

鈎
着
這
錦
封
未
剖
香
透
,

渇
時
節
吸
壷
洞
庭
秋

柳
枝
集

(
一①
ω
蔭
)

【油
覇
盧
】

爲
甚
的
月
底
籠
燈
花
下
遊
-

打
畳
起
國
子
監
的
酸
,

捜
札
起
翰
林
院
的
傷
,

鈎
着
這
錦
封
未
剖
香
先
透
,

渇
時
節
吸
壼
洞
庭
秋
。

の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
版
本
間
で
異
同
を
見
い
だ
す
こ
と
が
出
来
る
。

ま
ず
、

『
元
曲
選
』
と

『
柳
枝
集
』
と
は
曲
辞
が
違
う
が
、
文
字
の
サ
イ
ズ
を
区
別
し
て
い
な
い
点
で
は

一
致
し

て
い
る
。

つ
ま
り
、

明
刊

本

元
雑
劇

『
揚

州
夢
』

の
南
戯
化

に

つ
い
て

(
王

)
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歌
う
曲
と
し
て
出
版
す
る
際
に
、
歌
の
部
分
と

「
襯
字
」
と
い
う
台
詞
の
部
分
を
区
別
し
な
か

つ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
読
み
物
と
し

て
は
読
み
や
す
く
て
良
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
演
出
す
る
た
め
の
脚
本
と
す
れ
ば
不
適
当
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
更
に
、

『
元
明

雑
劇
』
と

『
柳
枝
集
』

の
曲
辞
は
相
似
し
て
い
る
が
、
北
曲
の

【油
胡
藍
】
の
格
律
に
は
合

っ
て
い
な
い
。
そ
の
上
、
南
曲
と
も
言
え

な
い
の
で
あ
る
。

以

上
の
二
点
の
相
違
は
、
現
在
、

『
揚
州
夢
』
の
元
刊
本
が
伝
わ

っ
て
い
な
い
た
め
に
、

い
ず
れ
が
当
初

の
姿
に
近

い
か
分
か
ら
な

い
が
、
版
本
の
製
作
年
代
及
び
継
承
の
過
程
で
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う

こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
先
に
検
討
し
た
、

「
文
人
劇
」

の
流
行
と

『
揚
州
夢
』
が
明
代
文
人
に
好
ま
れ
た
原
因
と
を
合
わ
せ
て
、
も
う

一
度
考
え
な
お
せ
ば
、
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
の
で

は
な

い
か
。
則
ち
、
元
代
の
喬
吉
は
演
出
の
脚
本
と
し
て
、
元
雑
劇

『
揚
州
夢
』
を
創
作
し
た
が
、
明
代
で
は
脚
本

で
は
な
く
、

レ
ー

ゼ
ド

ラ
マ
と
し
て
新
た
に
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
為
出
版

の
際
に
、
そ
れ
ぞ
れ
違
う
姿
を
取

つ
た
の
で
は
な
い
か
、
と

い
う

こ
と
で
あ
る
。

『
揚
州
夢
』
を
収
録
す
る

『
陽
春
奏
』
と

『
柳
枝
集
』

の
凡
例
に
は
、
編
者
が
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

○

巻
内
倶
是
北
調
、
末
乃
附
以
南
音
。
蓋
北
音
峻
勤
、
恐
爲
世
俗
取
憎
。
特
附
新
聲
以
快
時
眼
、
博
雅
君
子
其
賞
堕
焉
。

(『
陽
春
奏
』
)

本
文
中
は
全
て
北
曲
だ
が
、
終
わ
り
に
南
曲
を
付
け
加
え
た
。
思
う
に
北
曲
の
音
は
峻
厳
な
の
で
、
恐
ら
く
今

の
人
た
ち
に

嫌
わ
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
特
に
新
し
い
曲
調
を
付
け
加
え
て
、
今
の
人
に
も
楽
し
め
る
様
に
し
、
博
雅
の
君
子
に
鑑
賞
し
て

も
ら
お
う
と
い
う
の
だ
。

○

予
此
選
去
取
頗
嚴
、
然
以
僻
足
遠
情
者
爲
宗
、
而
協
律
者
次
之
。
可
演
之
毫
上
、
也
可
置
之
案
頭
観
賞
者
。

(『
柳
枝

集
』
)

私
の
こ
の
選
集
の
取
捨
選
択
は
非
常
に
厳
し
く
、
十
分
に
情
を
表
現
で
き
た
文
章
を
根
本
に
し
、
曲
律
を
整
え
る
も
の
を
次

ぎ
に
し
た
。
上
演
す
る
の
も
良
く
、
読
み
物
に
し
て
も
良
い
。

つ
ま
り
文
人
の

「案
頭
之
物
」
と
す
る
の
が
、
出
版
の
方
針
の

一
つ
で
あ

っ
た
。

こ
こ
で
、
何
故
明
代
の
出
版
業
が
峻
厳
な
も
の
を

嫌
い
、
主
情
的
な
も
の
を
重
視
し
た
か
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
政
治
の
解
放
性
や
経
済
の
発
展
を
考
慮
す
べ
き
で
あ

ろ
う
。

明
代
初
期
に
は
、
異
民
族
に
よ
る
統
治
と
人
種
差
別
は
解
消
さ
れ
、
戦
乱
後
の
経
済
も
迅
速
に
回
復
さ
れ
た
上
、
統
治
者
は
思
想
教
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育
を
重
視
し
た
。
洪
武
帝
、
永
楽
帝
等
は
、
図
書
の
収
集
と
出
版
に
も
力
を
入
れ
、
明
代
の
出
版
業
を
極
め
て
発
展
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
元
代
に
お
い
て
は
政
治
制
度
と
社
会
環
境
と
に
よ

っ
て
圧
迫
さ
れ

て
い
た
文
人
達
に
と

っ
て
、
雑
劇
は
す

で
に
生
活
の
手
段
と

な
つ
て
い
た
が
、
明
代
初
期
か
ら
、

「
八
股
取
士
」
と
い
う
科
挙
制
度
が
再
開
さ
れ
、
文
人
達

の
創
作
活
動
の
目
的
及
び
本
質
が
変
わ

っ

て
き
た
。
又
、
役
者
達
を

「
教
坊
司
」

の
元
に
直
接
管
理
し
、
上
演
す
る
演
目
も
厳
し
く
制
限
さ
れ
た
た
め
、
元
雑
劇
の
上
演
は
民
間

か
ら

宮
廷
の
も

の
に
な
り
、
元
雑
劇
も
庶
民
の
も
の
か
ら
文
人
の
も
の
に
な

つ
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
明
代
出
版
業

の
発
展
に
し
た
が

っ
て
、
出
版
物

の
内
容
や
形
式
は
根
底
的
に
変
貌
し
、
且

つ
定
型
化
し

た
と
見
ら
れ
る
。

『揚

州
夢
』
を
収
め
た

『
元
明
雑
劇
』
は
当
時
、
南
京
の
有
名
な
出
版
社

「縫
志
齋
」
に
よ

っ
て
上
梓
さ
れ
た
書
物

で
あ
る
。

「縫
志

齋
」

に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

○

金
陵
諸
唐
、
自
富
春
堂
以
次
、
鏑
曲
最
富
。
陳
氏
縫
起
、
所
刻
亦
不
少
。
富
春
堂
曲
似
供
伶
工
作
脚
本
用
,
故
刻
多
草

草
。
纏
志
齋
所
刊
,
則
已
是
文
人
案
頭
之
物
。

金
陵

(南
京
)
に
あ
る
唐
氏
の
書
房
の
中
で
は
、
富
春
堂
が
序
列
の
第

一
で
あ
り
、
上
梓
し
た
劇
が

一
番
豊
富

で
あ
る
。
陳

氏
は
そ
の
次
ぎ

で
あ
り
、
上
梓
し
た
物
は
や
は
り
少
な
く
な
い
。
富
春
堂

の
曲
は
役
者
達
が
演
出
す
る
為

の
脚
本
を
提
供
す
る

も
の
だ
か
ら
、
多
く
は
い
い
加
減
な
も
の
で
あ
る
。
継
志
斎
が
刊
行
し
た
の
は
、
す
で
に
文
人
の
読
み
物

で
あ

っ
た
。

○

…
其
括
圖
風
格
、
與
金
陵
唐
氏

一
家
刊
本
、
又
顯
然
不
同
。
…
又
陳
氏
諸
作
、
從
版
書
風
度
來
看
、
…
…
正
如
鄭
振
鐸

先
生
説

「
已
成
爲
文
人
案
頭
之
文
玩
ム矢
」
。

其
の
挿
し
絵

の
風
格
が
、
金
陵
唐
氏
の

一
家
の
刊
本
と
は
、
又
著
し
く
違

っ
て
い
る
。
…
…
又
陳
氏

の
諸
作
で
は
、
版
画
と

し
て
の
角
度
か
ら
見
る
と
、
…
…
正
に
鄭
振
鐸
先
生
が
言

っ
た
よ
う
に

「
既
に
文
人
の
机
の
上
の
鑑
賞
品
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
」。

し

て
み
れ
ば
、

『
元
明
雑
劇
』
は
や
は
り

「
文
人
の
鑑
賞
品
」
と
し
て
見
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
論
説
を
こ
こ
で
ま
と
め
る
と
、
喬
吉

の
代
表
作
と
し
て
の

『
揚
州
夢
』
は
、
南
戯
の
よ
う
な
雰
囲
気
を
持

つ
こ
と
に
よ
り
、

明
代

の
人
に
好
ま
れ
、
繰
り
返
し
上
梓
さ
れ
た
。
そ
の
際
に
、
文
人
の
よ
み
も
の
を
提
供
す
る
目
的

で
、
編
者
の
意

に
適
う
よ
う
に
手

を
加
え
、
改
変
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。

明
代
の
出
版
業
は
、
出
版
の
規
模
、
図
書
の
数
、
紙
の
質
、
文
字
の
彫
刻
等
が
前
代
に
比
べ
て
格
段
に
発
展
し
た
ほ
か
、
そ
の
内
容

明
刊
本
元
雑
劇

『
揚
州
夢
』
の
南
戯
化
に
つ
い
て

(王
)
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に
於

い
て
も
面
目
が

一
新
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

『
揚
州
夢
』
も
そ
の
為
に
体
裁
が

一
変
し
た
。
そ
の
中
に
は
、
南
戯
と
混
乱
し
た
部

分
が
見
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
明
代
に
栄
え
た
南
戯

の
影
響
が
、
元
雑
劇
の
体
裁
が
統

一
さ
れ
た
も
う

一
つ
の
原
因
と

し
て
考
え
ら
れ
る

の
で
は
な
い
か
。
以
下
、
其
の
点
を

「
題
目
正
名
」
、

「
懊
子
」
、

「科
、
介
」
等
の
考
察
を
通
し
て
、
具
体
的
に
検
討
し
て
み
た
い
。

三
、
南
戯
の
影
響
を
受
け
た
「兀
雑
劇

『揚
州
夢
』
の
体
裁
の
演
変

先

ず
、
四
つ
の
版
本
の
出
版
さ
れ
た
年
代
順
に
体
裁
を
比
べ
て
見
る
と
、

古

名

家

雑

劇

(嵩

。。
○。
)

杜
牧
之
詩
酒
揚
州
夢

元
喬
夢
符
撰

元
明
雑
劇

(萬
暦
刊
)

新
鏑
杜
牧
之
詩
酒
揚
州
夢
雑
劇

元
喬
夢
符
撰

元

曲

選

(一
①
一
①
)

杜
牧
之
詩
酒
揚
州
夢
雑
劇

元
喬
孟
符
撰

懊
子

柳
枝

集

(
一①
ω
蔭
)

杜
牧
之
詩
酒
揚
州
夢
雑
劇

元
喬
吉
撰

正

目
張
好
好
花
月
洞
房
春

杜
牧
之
詩
酒
揚
州
夢

喫

子

第

一
折

第
四
折

題

目
張
好
好
花
月
洞
房
春

正
名
杜
牧
之
詩
酒
揚
州
夢

題

目
張
好
好
花
月
洞
房
春

正

名
杜
牧
之
詩
酒
揚
州
夢

題

目
張
好
好
花
月
洞
房
春

杜
牧
之
詩
酒
揚
州
夢
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明
刊
本
の
元
雑
劇

『揚
州
夢
』
に
お

い
て
、

「題
目
正
名
」
の
呼
び
名
と
其
の
置
か
れ
る
場
所
は
、
混
乱
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、

「題

目
正
名
」

の
本
来
の
姿
を
追
究
し

て
み
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

『
元
刊
雑
劇
三
十
種
』

に
よ
れ
ば
、
元
々
、
元
代

の
脚
本
に
於
い
て
、
既
に

「題
目
正
名
」
は
劇
末
に
置
か
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

句
の
数
と
名
称
は
三
十
種
そ
れ
ぞ
れ
に
於
い
て
異
な

っ
て
い
る
。
又
、
元
雑
劇
の
み
で
は
な
く
、
早
期

の
南
戯

の
中

に
も

「題
目
正
名
」

が
見

え
る
。
南
宋
末
期
に
作
ら
れ
た
と
さ
れ
る

『張
協
状
元
』
は
、
現
在
見
え
る
最
も
早
い
南
戯
作
品
で
あ
る
が
、

そ
こ
で
は

「
題
目



正
名
」
は
劇
の
最
初
に
置
か
れ
て
い
る
。

○

題
目

張
秀
才
鷹
畢
往
長
安

王
貧
女
古
廟
受
飢
寒

呆
小

二
荒
村
調
風
月

葬
強
人
大
闇
五
難
山

こ

の
よ
う
に
、
劇
の
冒
頭
で

「
題
目
正
名
」
は
八
言
の
詩
と
な

っ
て
い
る
。
と

こ
ろ
が
、
明
清
以
後

の
伝
奇
作
品
に
お
い
て
は
、

「題

目
正
名
」
の
文
字
は
見
当
た
ら
な
い
。

つ
ま
り
、
元
来
南
戯
の
中
に
も
あ
る

「題
目
正
名
」
が
、
明
代
以
後
の
形
式
に
お
い
て
は
、

姿
を
消
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
南
戯
と
元
雑
劇
の
体
裁
に
お
い
て
、
従
来
見
落
と
さ
れ

て
い
た
変
化
で
あ
る
が
、
論
者
は
戯
曲
の
発

展
史

に
置

い
て
重
要
な
鍵
と
な
る
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。

つ
ま
り
、
元
雑
劇
と
南
戯
を
体
裁
か
ら
区
別
す
る
際

に
、
明
刊
本
中

の

「題

目
正
名
」
が

一
つ
の
重
要
な
目
安
に
な
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
現
存
す
る
南
戯
と
元
雑
劇
の
最
初

の
版
本
で
あ
る

『
張
協
状
元
』
と

『
元
刊
雑
劇
三
十
種
』
に
於
い
て
は
、
後

に
見
ら
れ

る
南
戯
の

「
駒
」
や
元
雑
劇
の

「
折
」
と

い
つ
た
段
節
の
区
分
が
な
い
。
こ
の
様
な
区
分
は
明
代
の
刊
本
に
な

っ
て
か
ら
見
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
。
南
戯
の
発
展
に
と
も
な
い
、
第

一
勧
が
全
劇
の
粗
筋
を
述
べ
る

「
家
門
」
と
な

っ
た
。
ま
た
、
駒
ご
と

に
題
が
付
け
ら
れ

る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
、

「
題
目
正
名
」
を
劇
の
冒
頭
、
即
ち

「
家
門
」
の
前
に
置
く
必
要
も
な
く
な

っ
た
。
以
後
、

「
題
目
正
名
」

は
下
場
詩

の
形
で
挿
入
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

清
代
伝
奇

『
長
生
殿
』

の
第

一
駒
の
下
場
詩

の
注
に
於
い
て
、
徐
朔
方
氏
は

「
題
目
正
名
」

に
つ
い
て
次
の
よ
う

に
注
す
る
。

○

在
形
式
上
、
第

一
駒
結
尾
四
句
與
其
他
駒

一
様
也
是
下
場
詩
、
但
就
内
容
而
論
、
官
椚
傍
是
全
部
劇
情
的
概
括
,
…
週

四
句
詩
在
這
裡
的
作
用
相
當
於
雑
劇
的

「
題
目
正
名
」。

形
式
上

で
は
、
第

一
駒

の
末
の
四
句
の
詩
は
、
他
の
鶴
と
同
じ
く
下
場
詩
で
あ
る
。
但
し
内
容
に
つ
い
て
論
ず
れ
ば
、
其
れ

ら
は
や
は
り
全
劇
の
概
括

で
あ
る
。
…
こ
の
四
句
詩
の
こ
こ
で
の
働
き
は
雑
劇
の

「題
目
正
名
」
に
相
当
す

る
。

こ
こ
か
ら
も
、
元
々
は
南
戯
に
於

い
て
劇
の
内
容
を
概
括
す
る

「
題
目
正
名
」
が
、
形
式
上
変
化
し
て
、
下
場
詩
に
な

っ
た
こ
と
が
窺

え
る
。
従

つ
て
、
現
在
見
え
る
明
代
以
後
に
上
梓
さ
れ
た
南
戯
の
版
本
は
大
略
が
そ
の
様
な
体
裁
を
襲

つ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
以
上
の
こ
と
を
纏
め
て
考
え
る
と
、
元
雑
劇
の
中
の

「
題
目
正
名
」
は
元
来
、
劇

の
終
わ
り
に
あ
り
、
ま
た

「
散
場
」
と

も
名
付
け
ら
れ
て
い
た
。
明
代
、
元
雑
劇
が
読
み
物
と
し
て
最
初
に
上
梓
さ
れ
た
際
に
は
、

『
古
名
家
雑
劇
』
や

『
元
明
雑
劇
』
の
よ

明
刊
本
元
雑
劇

『揚
州
夢
』
の
南
戯
化
に
つ
い
て

(王
)
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う
に
、

「
題
目
正
名
」
は
、
現
在
見
え
る
よ
う
な
形

で
は
あ
る
が
、
劇
末
に
置
か
れ
る
よ
う
に
な

つ
た
。

一
方
、
南
戯
に
於
い
て
は
、

「題

目
正
名
」
が
下
場
詩
と
し
て
置
き
換
え
ら
れ
る
こ
と
が
確
立
し
て
い
た
。
そ
れ
を
知
る
明
代
の
編
集
者

か
ら
見
れ
ば
、
元
雑
劇
に

は
南
戯
の

「家
門
」
の
様
な
、
内
容
を
概
括
す
る

「
折
」
が
な
く
、

「題
目
正
名
」
が
劇

の
内
容
を
紹
介
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

こ
れ
は

冒
頭
に
あ
る
方
が
都
合
が
良
い
映
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
結
果
、

『
元
曲
選
』
や

『
柳
枝
集
』
と
い
っ
た
後
出
の
明
刊

本
に
於
い
て
は
、

「題

目
正
名
」
が
劇
の
日目
頭
に
移
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

次

に
、

『
揚
州
夢
』

の
明
刊
本
の
も
う

一
つ
の
異
同
に
も
注
目
し
た
い
と
思
う
。

そ
れ
は
劇
中
人
物

の
身
振
り
を
表
す

「
科
」
と

「
介
」
の
使

い
分
け
で
あ
る
。
ま
ず
、
各
版
本
を
比
較
す
る
と
、

○

『
古
名
家
雑
劇
』
「
「

「
科
」
を
用
い
る
。

『
元
明
雑
劇
』
1
「
「

「
介
」
を
用
い
る
。

『
元
曲
選
』
「
「
1
ー

「
科
」
を
用
い
る
。

『
柳
枝
集
』
「
「
=
ー

「
科
、
介
」
を
混
用
す
る
。

の
よ
う
に
、
版
本
に
よ

つ
て
そ
れ
ぞ
れ
異
な

つ
て
い
る
。
現
在

一
般
的

に
は
、
北
曲
で
は

「
科
」
、
南
戯

で
は

「
介
」
が
用
い
ら
れ
た

と
考

え
ら
れ

て
い
る
が
、

で
は
、
何
故
元
来
北
曲
で
あ
る

『
揚
州
夢
』
が
、
明
刊
本
に
於

い
て
こ
の
よ
う
な
混
乱
を
呈
す
る
の
だ
ろ
う

か
。

又
南
戯
で
あ
る
明
成
化
刊
本

『
新
編
劉
知
遠
還
郷
記
』
に
も
次

の
よ
う
に

「科
」
の
使
用
例
が
あ
る
。
南
戯
の
出
版
物
の
中
に
も
、

「
介
」
の
み
で
は
な
く
、

「
科
」
が
見
え
る
場
合
が
あ
る
の
で
あ
る
。

○

…

〈
浄
云
〉
休
叫
他
出
來
問
他
要
個
休
才
是
了
當
,
弥
叫
將
出
來

〈
倣
叫
科
〉
…

…

〈
浄
云
う
〉
あ
な
た
は
彼
を
呼
び
出
し
て
、
彼
に
は

っ
き
り
と
し
て
も
ら
う
よ
う
言
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
、
あ
な

た
彼
を
呼
ん
で
。

〈
呼
ぶ
仕
草
を
す
る
〉

ま
ず
、

「
科
」
と

「
介
」
の
概
念
か
ら
見
て
み
よ
う
。
以
下
に
、
従
来
の
諸
説
を
羅
列
す
る
。

①

王
国
維

『
宋
元
戯
曲
孜
』

雑
劇
之
爲
物
,
合
動
作
、
言
語
、
歌
唱
三
者
而
成
。
…
…
其
紀
動
作
者
、
日
科

:
紀
言
語
者
,
日
賓
、
日
白

:
紀
所
歌

唱
者
,
日
曲
。
元
劇
中
所
紀
動
作
、
皆
以
科
字
終
。
後
人
與
白
並
墾
,
謂
之
科
白
、
其
實
自
爲
二
事
。
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雑
劇
は
、
動
作
、
言
語
、
歌
唱
の
三
者
を
合
わ
せ
て
成
る
。
…
そ
の
動
作
を
記
す
の
を
科
と
言
う
。

言
語
を
記
す
の
を

賓
と
言
い
、
白
と
言
う
。
歌
を
記
す
の
を
曲
と
言
う
。
元
雑
劇
の
中
の
身
振
り
は
全
て

「
科
」
と
言
う
字

で
終
る
。
後
人

は

「
白
」
字
と
合
わ
せ
て

「
科
白
」
と
言
う
。
其
れ
は
実
は

「
科
」

(動
作
)
と

「白
」

(言
語
)
の

二
つ
の
こ
と
を
表

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

②

青
木
正
児

『
元
人
雑
劇
序
説
』

「雑
劇
の
組
織
」

其

の
各
折
は
唱
、
科
、
白

の
三
要
素
を
具

へ
、
唱
は
歌
曲
、
科
は
身
振
り
、
白
は
台
詞
で
あ
る
。

③

明

・
徐
滑

『南
詞
叙
録
』

科

相
見
、
作
揖
、
進
拝
、
舞
踏
、
坐
脆
之
類
,
身
之
所
行
,
皆
謂
之
科
。
今
人
不
知
,
以
諦
爲
科
,
非
也
。

科

会
う
、
お
じ
ぎ
を
す
る
、
拝
礼
す
る
、
踊
る
、
坐
る
脆
く
等
の
身
体
の
動
き
は
全
て
科
と
言
う
。
現
代
人
は
知
ら

ず
に
謝
を
科
と
思

っ
て
い
る
が
、
誤
り
で
あ
る
。

介

今
戯
文
於
科
虜
皆
作

「
介
」
,
蓋
書
坊
省
文
,
以
科
字
作
介
字
,
非
科
、
介
有
異
也
。

介

今

の
戯
文
は

「
科
」
に
す
る
と
こ
ろ
を
全
て

「介
」

に
作

っ
て
い
る
。
思
う
に
そ
れ
は
書
房
が
省
略
し
た
の
だ
ろ

う
。
科
と
言
う
字
を
介
と
言
う
字
に
作

っ
て
い
る
。
科
と
介
は
違
い
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

こ
の
中
、
①
と
②
は
、
元
雑
劇
に
つ
い
て
の
論
説
で
あ
る
。
其
の
内
に
は

「介
」
に
つ
い
て
の
解
釈
は
見
当
た
ら
な
い
。

「
科
」
は

劇
中
人
物

の
動
作
を
表
わ
す
も
の
で
あ
る
こ
と
に
疑
問
は
な
い
が
、

「介
」

に
つ
い
て
は
、
南
曲
に
関
す
る
理
論
を
展
開
し
た

『
南
詞

叙
録
』
の
中
に
し
か
解
釈
さ
れ
て
お
ら
ず
、
し
か
も
曖
昧
で
あ
る
。
そ
れ
に
依
れ
ば
、

「
介
」
は
出
版
に
際
し
て
、

書
坊
が

「
科
」
を

省
略
し
て
標
記
し
た
も

の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

「科
」
と

「介
」

の
字
体
は
全
く
異
な

っ
て
お
り
、
意
味
も
通

用
し
な
い
の
で
、

そ
の
解
釈
は
不
正
確
或
い
は
不
完
全
で
あ
り
、
理
解
し
が
た
い
。

一
方
、

『
永
樂
大
典
』

の
中
に
収
め
ら
れ

て
い
る

南
戯

の

『
張
協
状
元
』
と

『
錯
立
身
』

に
於
い
て
は
、
全
て

「介
」
が
使
わ
れ
、

「介
」
は
方
言
の
違

い
で
は
な
い
か
と
注
さ
れ

て
い

る
。

○

銭
南
揚
校
注

『
永
樂
大
典
戯
文
三
種
校
注
』

「張
協
状
元
」

介

:
指
戯
劇
中
的
動
作
,
與

「
科
」
同
意
。
…
…
説

「介
」
爲

「科
」
的
省
文
,
誤
。
雨
字
形
聲
都

不
相
近
、
急
會
発
空
省

明
刊
本
元
雑
劇

『
揚
州
夢
』
の
南
戯
化
に
つ
い
て

(
王
)
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「
科
」
作

「
介
」
呪
?
就
本
書
而
言
,
有
科
、
介
軍
用
的
,
猶
可
説
或
省
或
不
省
,
有
科
、
介
畳
用
的
,

如

『
小
孫
屠
』
的

「
作
聴
科
介
」
,

「福
門
科
介
」
,
又
將
急
様
解
繹
呪
?
大
抵
南
戯
習
用

「
介
」、
北
劇
習
用

「
科
」、
乃
方
言
之
不
同
。

介

:
劇
中

の
動
作
を
指
す
、

「科
」
と
同
じ
意
味

で
あ
る
。
…
…

「
介
」
を
説
明
す
る
の
に
、

「
科
」
の
略
文
と
す
る
の
は

間
違
い
で
あ
る
。

二
つ
の
文
字
は
形
も
音
も
似
て
い
な
い
の
に
、
ど
う
し
て
勝
手
に

「
科
」
を

「
介
」
に
作

る
の
だ
ろ
う
か
?

本
書
に
つ
い
て
言
う
と
、
単
に

「科
」

「
介
」
を

一
文
字
で
使
う
場
合
は
、
そ
れ

で
も
省
略
だ
と
か
省
略
で
は
な
い
と
か
言
え

る
が
、

「
科
」

「
介
」
を
重
ね
て
用
い
る
場
合
、
例
え
ば

『小
屠
孫
』

の

「
作
聴
科
介
」
、

「掴
門
科
介
」

等
は
、
ど
の
様

に

解
釈
す
れ
ば
よ
い
と
言
う
の
だ
ろ
う
か
?
大
体
南
戯
は
習
慣
と
し
て

「
介
」
を
用
い
、
北
劇
は

「
科
」
を
使

う
が
、
そ
れ
は

つ

ま
り
方
言
の
違
い
な
の
で
あ
る
。

銭

南
揚
氏
は

『
南
詞
叙
録
』

の
省
略
説
を
否
定
し
、
方
言
の
相
違

で
あ
る
と
し
て
、
南
戯
は
習
慣

で

「
介
」、
北
曲
は

「
科
」
を
用

い
る
と
推
定
し
て
い
る
。

こ
れ
を
よ
り

一
歩
進
め
て
、
徐
扶
明
氏
は

『
元
代
雑
劇
藝
術
』

の
中
に
於

い
て
、
言
語

学
の
理
論
か
ら
、

「
科
」
と

「介
」

の
相
似
を
述

べ
て
い
る
。

○

按
照
北
音
系
統
,

「
科
」

「介
」
雨
音
,
自
然
相
差
較
遠
。

「
介
」
字
見

『
廣
麹
』

「怪
曲

・
古
拝
切
」,
按
等
絢
學

來
説
,
是
二
等
字
,
屡
洪
音
,
即
無
i
介
音
,
其
音
値
類
似

9
a
i
或

9
a
,
則
與

「科
」
相
轄
,
較
爲
可
能
。
那
歴
,
北
劇

是
不
可
能
兼
用
科
、
介
,
南
戯
倒
有
可
能
。
實
則
北
劇
日
科
,
南
戯
日
介
,
祇
是
南
北
方
言
不
同
,
但
都
指
表
演
動
作
。

北
音

の
系
統
に
依
れ
ば
、

「
科
」

「介
」

の
両
音
は
、
勿
論
随
分
違
う
。

「
介
」
の
字
は

『
廣
韻
』
に

「
怪
韻

.
古
拝
切
」

と
見
え
る
。
等
韻
学
か
ら
言
う
と
、
二
等
の
字
で
、

「洪
音
」
に
属
す
る
。

つ
ま
り

「
介
音
」
の
ー
が
無
く
、
其
の
音
は

g
a

i
或

い
は

9
a
に
類
似
し
て
い
る
。
そ
れ
で
、

「科
」
と
通
用
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
、
北
雑
劇
は

「科
」

「
介
」

を
兼
用
で
き
な
い
が
、
南
戯
は
逆
に
可
能

で
あ
る
。
実
際
に
、
元
雑
劇
は
科
と
言
う
、
南
戯
は
介
と
言
う
。

こ
れ
は
た
だ
南
北

の
方
言
の
違

い
で
あ
り
、
共
に
上
演
時
の
動
作
を
指
す
。

以
上
先
学
の
研
究
に
照
ら
し
て
考
え
る
と
、

『
元
明
雑
劇
』
は
南
京
で
上
梓
さ
れ
た
こ
と
が
証
明
さ
れ

て
い
る
の
で
、
そ
の
編
集
者

か
校
注
者

の
い
ず
れ
か
が
、
南
の
方
言
の
影
響
を
受
け
た
か
、
或

い
は
当
時
南
方

で
栄
え
て
い
た
南
戯
の
影
響
か
ら
、
元
々

「
科
」

で

あ
る
は
ず

の
も
の
が

「
介
」
に
変
え
ら
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

「
介
」
が
見
え
る
の
は
、

『
柳
枝
集
』
と

『
元
明
雑
劇
』

で
あ
る
。
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用
字
等
に
於
い
て
、

『
柳
枝
集
』
が

『
元
明
雑
劇
』
と
異
な
る
点
の
そ
の
殆
ど
が
逆
に

『
元
曲
選
』
と

一
致
す
る
こ
と
か
ら
、

『
柳
枝

集
』

は

『
元
明
雑
劇
』
と

『
元
曲
選
』
の
二
作
品
を
参
照
し
て
上
梓
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
編
集
者
孟
構
舜
は
南
の
会
稽
の
出

身
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、

『
元
曲
選
』
と

『
元
明
雑
劇
』

の
中
の

「科
」
と

「介
」
が
元
雑
劇
と
南
戯
の
微
妙
な
異
同
で
あ
る
こ
と
に

注
意
を
払
わ
な
か
つ
た
の
で
は
な
い
か
。
或
い
は
南
戯
や
南
方
の
方
言
の
影
響
を
受
け
て
、

「
科
」
と

「介
」
を
同

一
視
し
て
し
ま

っ

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
出
版
す
る
際
に
両
者
が
混
用
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以

上
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
、
元
雑
劇

『
揚
州
夢
』
は
明
代
に
数
回
に
わ
た

っ
て
上
梓
さ
れ
た
際
に
、
編
集
者
、
出
版
す
る
場
所
、

出
版
す
る
時
間
及
び
方
言
な
ど
の
様

々
な
影
響
を
受
け
、
相
互
に
違
う
姿
で
登
場
し
た
。
本
稿
に
お
い
て
は
、

「
題

目
正
名
」
、

「科
」
、

「
介
」

と
言

つ
た
形
式
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
が
、
そ
の
結
果
、
明
代
に
元
雑
劇
が

「
文
人
の
読
み
物
」
と
し
て
上
梓
さ
れ
た
際
に
、

そ
の
体
裁
が
新
た
に
整
理
さ
れ
継
承
さ
れ
た
過
程
が
明
ら
か
に
な
り
、
更
に
、
そ
の
整
理
の
過
程
に
は
南
戯
の
影
響
が
あ

っ
た
こ
と
も

併
せ
て
明
ら
か
に
で
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

四

、

ま

と

め
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以

上
、
本
稿
で
は
元
雑
劇

『
揚
州
夢
』

の
明
刊
本
を
比
較
し
、

『揚
州
夢
』
の

「
文
人
劇
」
化
及
び
そ
の
体
裁
の
変
化
に
つ
い
て
考

察
し

て
き
た
。

中
国
戯
曲
史
に
お
い
て
、
明
代
に
は
、

「文
人
劇
」
と
も
呼
ば
れ
た
南
戯
が
栄
え
る

一
方
で
、
元
雑
劇
も
多
く
の
選
集
に
収
め
ら
れ
、

上
梓
さ
れ
て
い
た
。
喬
吉
は
元
曲
六
大
家

の

一
人
に
数
え
ら
れ
て
お
り
、
彼
は
元
来
素
朴
で
あ

っ
た
元
雑
劇
に
艶
麗
な
風
格
を
与
え
た

と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
当
然
、
喬
吉
は
南
曲
を
作
る
こ
と
は
な
か

っ
た
が
、

「才
子
佳
人
」
と

い
う
題
材
と
華
や
か
な
詞
藻
が
す
で
に

南
曲

の
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
る
。
明
代
の
人
々
も
そ
れ
に
憧
れ
て
、
喬
吉
の
戯
曲
は
何
度
も
繰
り
返
し
上
梓
さ
れ
た
。
勿
論
そ
れ

ぞ
れ

の
刊
行
の
時
期
は
異
な
り
、
上
梓
の
際
の
校
注
者
も
違

つ
て
い
た
。
時
代
や
人
に
よ

つ
て
、
文
学
の
形
式
と
趣
向
は
変
わ
る
も
の

で
あ

り
、
又
、
特
に
劇
の
場
合
、
そ
の
地
方
の
言
葉
の
影
響
を
受
け
る
の
は
当
然
だ
と
思
わ
れ
る
。

『
揚
州
夢
』
は
此
の
様
な
様
々
な

要
因

の
た
め
に
、

『
古
名
家
雑
劇
』
、

『
元
明
雑
劇
』
、

『
元
曲
選
』
、

『
柳
枝
集
』

に
於
い
て
そ
れ
ぞ
れ
違
う
姿
を
取
る
こ
と
に
な

っ

明

刊
本

元
雑

劇

『
揚
州

夢
』

の
南
戯

化

に

つ
い
て

(
王

)



中
国
文
学
論
集

第
二
十
七
号

た
。

こ
れ
ま

で
、

『
揚
州
夢
』
は
本
格
的
に
研
究
さ
れ
る
こ
と
が
無
か

っ
た
た
め
、
以
上
に
考
察
し
た

「題
目
正
名
」
、

「科
」
、

「介
」

等
形
式

の
面
に
つ
い
て
の
矛
盾
が
指
摘
解
明
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
単
に
元
雑
劇
の
形
式

の
形
成
に
関
わ
る

問
題

で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
明
代
に
元
雑
劇
の
形
式
が
確
定
し
た
時
、
如
何
に
南
戯
の
影
響
を
蒙

っ
て
い
た
か
を
考
え
る
材
料
に
な

る
だ

ろ
う
。
元
雑
劇
の
創
作
と
上
演
は
元
代
に
隆
盛
と
な
り
、
元
末
か
ら
明
代
に
掛
け
て
衰
微
し
た
と
い
う
の
が
定
論
に
な

っ
て
い
る

が
、

テ
キ
ス
ト
は
明
代
の
出
版
業

の
繁
栄
に
伴
い
、
明
代
に
盛
ん
に
刊
行
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
の
時
、
作
品
は

レ
ー
ゼ
ド
ラ
マ
、

つ
ま

り
読
ま
れ
る
た
め
の
読
本

へ
と
変
化
し
、
又
十
分
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
た
め
、

出
版
す
る
際
に
、

原
本

の
内
容
か
ら
形
式
ま
で
、
出
版
方
針
に
適
う
よ
う
に
改
変
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
事
が
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、

南
戯
は
明
代
に
発

展
し
形

式
も
規
定
さ
れ
た
が
、
元
雑
劇
の
創
作
は
明
代
に
も
行
わ
れ
て
い
る
。
元
雑
劇
の
中
に
も
南
曲
を
使

っ
た
作

品
が
か
な
り
あ

っ

て
、

そ
こ
で
は
、
南
戯
と
北
曲
の
区
別
は
だ
ん
だ
ん
曖
昧
に
な

っ
て
き

て
い
る
。
又
、
こ
の
こ
と
は
多
く
の
戯
曲
理
論

の
著
作
か
ら
も

窺
え
る
。

そ
こ
か
ら
逆
に
、
元
雑
劇
を
南
戯
と
は

つ
き
り
区
別
で
き
る
よ
う
な
定
義
が
必
要
と
さ
れ
、
そ
の
結
果
、

元
雑
劇
や
南
曲
を

出
版

す
る
際
に
、
編
集
者
が
か
な
り
手
を
加
え
て
、
現
今
見
え
る
よ
う
な
、

「
四
折

一
喫
子
」
や

「題
目
正
名
」
な
ど
の
厳
密
な
規
則

を
提

示
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

明
刊
本

で
あ
る

『
元
曲
選
』
は
忠
実
に
元
曲
作
品

の
原
形
を
伝
え
て
い
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、

『
揚
州
夢
』

は
、
劇
の
最
初
に

「題

目
」
を
置
き
、

「
四
折

一
襖
子
」
の
形
式
を
取
り
、

「科
」
を
身
振
り
の
後
に
付
け
る
な
ど
の
点
か
ら
見
る
と
、
明
刊
本
の
中
に

於
い

て
は
、
最
も
優
れ
た
形

の
整
理
を
行

っ
た
作
品
と
思
わ
れ
る
。

『
元
曲
選
』
は
明
刊
本

の
中
で
は
最
も
広
く
読
ま
れ
、
今
日
に
至

る
ま

で
最
も
完
全
に
伝
わ

っ
て
き
た
雑
劇
選
集

で
も
あ
る
が
、
現
在
我
々
が
知

つ
て
い
る
元
雑
劇
の
体
裁
は
、
元
代

そ
の
ま
ま
の
姿

で

は
な

く
、
明
代
の
文
人
が
手
を
加
え
て
、
机
上
で
読
む
た
め
の
元
雑
劇
と
し
て
改
編
し
た
も
の
で
あ
る
と

い
う
こ
と

が
、

『
揚
州
夢
』

の
体
裁

に
つ
い
て
検
討
し
た
結
果
か
ら
も
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
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注

(1
)
青
木
正
児

『元
人
雑
劇
序
説
』

(弘
文
堂
書
房

昭
和
十
二
年
)
第
二
章

「雑
劇
の
組
織
」
参
照
。



『録
鬼
簿
』

(『
中
国
古
典
戯
曲
論
著
集
成
』
二

中
国
戯
劇
出
版
社

一⑩紹
年
)

「方
今
已
亡
名
公
才
人
」
参
照
。

李
修
生

『喬
吉
集
』

(山
西
人
民
出
版
社

一〇。。。。年
)
附
録

「喬
吉
行
踪
考
略
」
参
照
。

胡
世
厚

鄭
紹
基
主
編

『
中
国
古
代
戯
曲
家
評
傳
』
所
収
。

(中
州
古
籍
出
版
社

一Φ露
年
)

「
明

・
喬
吉
」
参
照
。

謂
正
壁

『
元
曲
文
大
家
略
傳
』

(上
海
文
芸
連
合
出
版
社

一①繍
年
)
所
収

「喬
吉
」
の
項
。

『藝
概
』

(『中
国
古
典
戯
曲
論
著
集
成
』
九

中
国
戯
劇
出
版
社

一Φ紹
年
)
参
照
。

『諦
曲
雑
割
』

(『中
国
古
典
戯
曲
論
著
集
成
』
四

中
国
戯
劇
出
版
社

一㊤
紹
年
)
参
照
。

『今
樂
考
謹
』

「著
録
二
」
元
雑
劇

・
喬
吉
甫

(『
中
国
古
典
戯
曲
論
著
集
成
』
十

中
国
戯
劇
出
版
社

一①$
年
)
参
照
。

岩
城
秀
夫

『中
国
戯
曲
演
劇
研
究
』

(創
文
社

昭
和
四
十
八
年
)

「
元
雑
劇
の
構
成
に
関
す
る
基
礎
概
念
の
再
検
討
」
四
八
五
頁
参
照
。

参
照
版
本
:
①
明

・
陳
與
郊
編

『古
名
家
雑
劇
十
種
』

②
明

・
金
陵
縫
志
齋
編

『
元
明
雑
劇
四
種
』

③
明

・
孟
構
舜
編

『
新
鏑
古
今

名
劇
柳
枝
集
』

④
明

・
減
患
循

『
元
曲
選
』
い
ず
れ
も

『影
印
古
本
戯
曲
叢
刊
』
第
四
集
所
収
。

『元
曲
選
』
所
収

『揚
州
夢
』
第

一
折
:

【那
呪
令
】。

「
天
有
情
天
亦
老
」
は
唐

・
李
賀
の

『金
銅
仙
人
僻
漢
歌
』

(『
全
唐
詩
』
巻
三

百
九
十

一
)
の

「天
若
有
情
天
亦
老
」
を
改
編
し
た
も
の
。

郭
味
+渠

『中
国
版
書
史
略
』

(朝
花
美
術
出
版
社

一㊤爵
年
)

「金
陵
各
家
及
其
他
括
圖
劇
曲
」

鄭
振
鐸

『鄭
振
鐸
古
典
文
學
論
文
集
』

(上
海
古
籍
出
版
社

一Φ.。蔭
年
)
所
収

「
西
諦
所
蔵
善
本
戯
曲
題
識
」
参
照
。

銭
南
揚
校
注

『永
樂
大
典
戯
文
三
種
校
注
』

(中
華
書
局

一〇刈
㊤年
)

「張
協
状
元
」
参
照
。

徐
朔
方
校
注

『長
生
殿
』

(人
民
文
学
出
版
社

一㊤
零
年
)
第

一
駒

「傳
概
」
注
十
五
参
照
。

『
王
国
維
遺
書
』
十
五
所
収

(上
海
古
籍
書
店
擦
商
務
印
書
館
一逡
O
年
版
影
印

一㊤。。ω年
出
版
)

「
元
劇
之
結
構
」
参
照
。

『
南
詞
叙
録
』

(『
中
国
古
典
戯
曲
論
著
集
成
』
三

中
国
戯
劇
出
版
社

一Φ紹
年
)
参
照
。

徐
扶
明

『元
代
雑
劇
藝
術
』

(上
海
文
芸
出
版
社

一㊤。。
一年
)
第
十
二
章

「科
介
」
参
照
。

張
秀
民

『中
國
印
刷
史
』

(上
海
人
民
出
版
社

一Φ。。㊤年

「明
代
刻
書
又
大
盛
」
)
参
照
。

「過
去
ロハ知
道
明
代
南
京
有
不
少
書
坊
,
但
從
無
統
計
敷
字
。
現
在
根
擦
諸
家
目
録
及
原
本
牌
子
,
考
得
以
下
各
家
,
列
目
如
下
…
…
秣

陵
陳
大
來
縫
志
齋
,
又
作
金
陵
陳
氏
縫
志
齋
。」

明
刊
本
元
雑
劇

『揚
州
夢
』
の
南
戯
化
に
つ
い
て

(王
)

「79一


